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東洋製罐グループ　環境方針

東洋製罐グループは、以下の基本理念に基づき、各社で環境方針を定め、企業活動を行っています。

東洋製罐グループは、地球環境の保全、さらには地球環境の質的改善が人類共通の最重要課題であることを強く認識し、企業活
動のあらゆる面で環境に対するきめ細やかな配慮を行いつつ、人類の生活文化の向上に貢献します。

東洋製罐グループ環境方針（2002年8月制定）
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　東洋製罐の金属缶TULCは、製造時の二酸化炭

素排出量および水使用量を大幅に削減できます。

この優れた技術を日本だけではなく世界に広げ、地

球環境の保全に貢献していきます。

　特に水不足が深刻な問題となっているアジアや

アフリカなどの地域に、TULCは適しています。

　2007年度に海外では初めてとなるTULC

ラインをタイに導入しました（Bangkok Can 

Manufacturing）。現在、同国２ライン目（Next 

　東洋製罐の製品が各コンテストで以下の通り入賞しました。

Can Innovation）の構築を進めるほか、中国（広

州市）でも導入を計画しています。
環境配慮型製品の海外展開

受賞名 製品名・製品説明 製品写真 主 催

第18回「青木固」
技術賞

（社）プラスチック
成形加工学会

（社）日本包装技術協会

世界包装機構
（WPO：World 
 Packaging 
 Organization）

（社）日本包装技術協会

2008日本パッケージング
コンテスト
ジャパンスター賞
（グリーンジャパンセンター
会長賞）

2008ワールドスター
コンテスト
ワールドスター賞

2008日本パッケージング
コンテスト
包装技術賞（適正包装賞）　

多層プラスチック容器が従来から持っている酸素バリ
ア機能に、外部から侵入してくる酸素を吸収する機能
をプラスし、賞味期限をこれまでよりも延長すること
ができるボトルです。

Multi BLOCK
（マルチブロック・酸素吸収性多層オレフィン容器）：

アセプティック充填用PETボトル ULB
（Universal Lightweight Bottle）：

GT-CAP
（エアゾール缶 残ガス排出機構付キャップ）：
使用後のエアゾール製品を安全に廃棄するため、残
存ガスを排出する機能を持たせたキャップです。
（後藤金型興業所殿との共同受賞）

従来の2Lボトルより大幅な軽量化を図りながら強度
を確保し、使いやすく廃棄時には簡単に減容化できる
飲料用PETボトルです。断面に円形のくびれ部を設け
て、持ちやすさと注ぎやすさを実現しました。また、世
界包装機構（WPO：World Packaging Organiza
tion）主催の2008ワールドスターコンテストにもエ
ントリーされ、ワールドスター賞を受賞し、国内外での
ダブル受賞を達成しました。

建設中のネクストキャンイノベーションの社屋

酸素バリ
する機能
すること

酸素吸収層

外層
内層

バリア層


